
払い戻し参考資料 
 

    

        (1) 未使用の普通乗車券及び団体乗車券にあっては、通用期間内に 

         限り、その運賃額 

        (2) 未使用の回数乗車券にあっては、当該回数乗車券の運賃額から 

         既使用券片を普通旅客運賃に換算した額を控除した残額 

        (3) 定期乗車券及び定期回数乗車券にあっては、通用期間前のもの 

         についてはその運賃額、通用期間内のものについては通用期間の 

         始めの日から払い戻しの請求のあった日までを使用済み期間とし、 

         次の算式により計算した額 

         券面表示の運賃額 …………………………………… Ａ 

         券面表示の区間に対する普通運賃額 ……………… Ｂ 

         使用日数（申し出の日は使用日数に参入する）…… Ｃ 

         券面表示の区間に対する１ヶ月の定期運賃額 …… Ｄ 

         券面表示の区間に対する２ヶ月の定期運賃額 …… Ｅ 

         券面表示の区間に対する３ヶ月の定期運賃額 …… Ｆ 

         券面表示の区間に対する６ヶ月の定期運賃額 …… Ｇ 

         ａ．使用日数が３０日以下のとき 

           Ａ－{(２×Ｂ)×Ｃ} 

           但し、{(２×Ｂ)×Ｃ}によって算出された金額がＤを超える 

          ときは、{(２×Ｂ)×Ｃ}をＤとする。 

         ｂ．使用日数が３１日から６０日までのとき 

           Ａ－[Ｄ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－３０)}] 

           但し、[Ｄ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－３０)}]によって算出された金 

         額がＥを超えるときは、[Ｄ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－３０)}]をＥとす 

         る。 

         ｃ．使用日数が６１日から９０日までのとき 

           Ａ－[Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－６０)}] 

           但し、[Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－６０)}]によって算出された金 

          額がＦを超えるときは、[Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－６０)}]をＦと 

          する。 

         ｄ．使用日数が９１日から１２０日までのとき 

           Ａ－[Ｆ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－９０)}] 

           但し、{(２×Ｂ)×(Ｃ－９０)}によって算出された金額がＤ 

          を超えるときは、{(２×Ｂ)×(Ｃ－９０)}]をＤとする。 

         ｅ．使用日数が１２１日から１５０日までのとき 

           Ａ－[Ｆ＋Ｄ+{(２×Ｂ)×(Ｃ－１２０)}] 

           但し、Ｄ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－１２０)}によって算出された金 

          額がＥを超えるときは、Ｄ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－１２０)}をＥと 

          する。 

         ｆ．使用日数が１５１日から１８０日までのとき 

           Ａ－[Ｆ＋Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－１５０)}] 

           但し、[Ｆ＋Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－１５０)}]によって算出さ 

          れた金額がＧを超えるときは、[Ｆ＋Ｅ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－ 

          １５０)}]をＧとする。 

         ｇ．使用日数が１８１日以上のとき 

           Ａ－[Ｇ＋{(２×Ｂ)×(Ｃ－１８０)}] 

         払い戻し手数料は以下の通りです 
 
 

種別 手数料 
回数券 210 円 
定期券 520 円 

    
※なお払い戻し箇所は原則購入された所でのみ可能ですが、車内で 
購入された回数券は最寄販売箇所にてお願い致します。 


